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三好市監査委員告示第 1号 

 

 地方自治法（昭和 22年法律第 67号）第 242条第 1項の規定に基づき、平成

25年 5月 13日に監査委員に提出された三好市長措置請求書について、同条第 4

項の規定に基づきその結果を下記のとおり公表する。 

 

平成 25年 7月 1日 

 

三好市監査委員 住 吉 和 弘 

三好市監査委員 多 田   敬 

 

 

記 

 

第1 請求人      

（略）  

 

第2 請求の受理 

本請求について、地方自治法第 242条第 1項に規定する要件を具備し 

ているものと認め、平成 25年 5月 17日に受理した。 

 

第3 請求の趣旨（原文のまま記載する。ただし、個人名については省略する。） 

1 請求の要旨 

平成 20 年 4 月 1 日から平成 25 年 3 月 31日の間の下記支出（詳細別紙）

について監査請求します。 

① 神主（氏名略）氏への財産区施設維持管理料の支出 

② 財産区管理施設への光熱水費の支出 

③ 財産区管理施設の修繕費及び維持管理費の支出 

④ 議長交際費の支出 

⑤ 議員の費用弁償の支出 

⑥ 定例会後の朝日屋での飲食費の支出 

⑦ 財産区所有地への賃貸料納付褒賞金の支出 

⑧ 平成 21年 11月 12日～14日の財産区議員他の旅行費用の支出 
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 2 監査理由等 

項目①～⑤については憲法 20条及び 89条違反の公金不正支出である。 

項目⑥～⑧については不必要な費用であり公金不正支出に相当する。 

以上の公金支出により三好市会計に合計 12,062,383 円の損害を与えた。 

よって、会計への返還を請求します。 

地方自治法第 242条 1項の規定により、別紙事実証明書を添え、必要な措

置を請求します。 

併せて、同法 252 条の 43 第 1 項の規定により、当該請求に係る監査につ

いて、監査委員による監査に代えて、個別外部監査人による監査を行うこと

を求めます。 

その理由①財産区は自治法 294条 1項、特別地方公共団体である。その 

為、一般市民による行政への監視の目は届かない。 

       ②市長及び監査委員の不作為により不正支出を看過した。 

      ③複数年度に渡り憲法違反及び不正支出が不作為により看過され 

ている。よって 1年を経過したときは請求することができない 

（242条 2項）との規定には該当しない。 

 

第4 個別外部監査の実施について 

請求人は個別外部監査によることを求めているが、三好市においては個別 

外部監査契約に基づく監査に関する条例が制定されておらず、地方自治法第

252条の 43第 1項の適用はない。 

 

第5 監査の実施 

1 監査対象事項 

本監査請求書記載事項及び請求人の陳述により、本件支出行為が違法又は 

不当であるかどうか、そしてこのことにより市に損害が生じているかを監査

の対象とした。 

 

2 請求人の新たな証拠の提出及び陳述 

地方自治法第242条第6項の規定に基づく証拠の提出及び陳述の機会を設 

け、平成 25年 5月 31日に請求人から陳述を受けたが、新たな証拠の提出 

はなかった。 
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3 監査対象者  

太刀野財産区正副議長及び三野総合支所長に関係書類の提出を求め、平成 

25年 6月 7日に事情聴取を行った。 

 

4 監査対象者の説明  

関係人からの事情聴取等による事実関係は、以下のとおりである。 

 

（1）太刀野財産区（正副議長）の意見 

太刀野財産区は、長年の慣習により太刀野財産区内にある神社等の維持 

管理運営を行ってきた。そこでは、区民の福祉サービスの一環として健康 

相談等を行ったり、憩いの場や集会所としても活用しているため、それら 

神社施設を維持管理することが宗教的行為であるとは捉えておらず、今ま 

で誰も異議を唱える者はいなかった。 

さらに、それに対する支出についても市からの繰り入れはなく、すべて 

財産区の収入で賄われており、一つの独立した会計であるとの認識があっ 

た。 

 

（2）事務局（三野総合支所長）の意見 

太刀野財産区は、議会制となった旧三野町時代から議会事務局で事務を 

行っており、そのため新市となった今でも三野総合支所で事務処理を行っ 

ている。 

財産区内にある神社等の活用については、太刀野地区には、6つの自治 

会があり、集会所が地域の方々のコミュニティの場となっているが、その 

うち 2つの自治会には集会所がなく、自治会内にある神社等を集会所とし  

て長年使用している。 

議会が運営の主体であり財産区の歳入・歳出予算については、全て議会 

の中で協議し、それによって議決されている。助言する立場である事務局 

としては、今後改善が必要なところは早急に改善するよう助言していきた 

いと思っている。 

 

5 監査委員の判断 

太刀野財産区は、議会制財産区で議員（12名）は財産区に関する予算・決 

算・財産区に関する条例の制定・改廃、財産区財産の管理・処分及び契約の   

締結などの議決権を有しており、その決定により執行している。市は助言等最

低限の介入しか行っていない。 

昭和 52 年 7 月 13 日最高裁判所判決にもあるように、国または地方公共団
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体が宗教との一切の関係を持つことが許されないというものではなく、本件に

ついても社会的、文化的諸条件に照らして憲法のいう信教の自由の保障の確保

という制度の目的との関係で相当とされる限度を超えているとは思われず、宗

教的施設の性格・今までの経緯・一般人の評価等諸般の事情を考慮し、社会通

念に照らして総合的に判断すべきが相当であり、区民にしろあるいは市民にし

ろ以前から慣れ親しんでいる日常の風景・行為等がそのまま維持されているた

め、特にこれらの支出行為によって新たな宗教的関心が喚起されたり、神道の

普及宣伝が促進されたりするものではないと思われる。 

また、神社等は財産区の設立当初から、区民の憩いの場や集会所として活用

され、さらには地域の文化財産的な建物として後生に残すためその維持管理を

することが目的であったとして区民の納得の上に予算は執行されており、歳出

については、全て財産区における使用料収入等から賄われ、一般会計からの繰

り入れも存在しない。 

 

第 6 監査の結果 

太刀野財産区の宗教的施設は、その性格・今までの経緯・一般人の評価等、

諸般の事情を考慮し社会通念に照らして総合的に判断した結果、これらの支

出行為によって市民及び区民は損害を被っていないと思われるので、本件請

求を棄却する。 

しかしながら、特別地方公共団体である太刀野財産区のあり方について、

再度検討されんことを三好市長に要望しておく。 

 


